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倉
敷
地
方
に
於
げ
る
金
亀
子
科
数
穫
の
食
餌
植
物
調
査

-
、
緒

宮

合
蜘
一
子
科
の
幼
晶
が
根
切
過
と
し
て
、
林
業
前
聞
及
び
薄
荷
共
の
他
の
農
作
物
の
地
下
部
に
加
害
し
、
叉
成
品
が
所
謂
余
種
子
と
し
て
重

夜
を
分
た
歩
、
強
力
な
る
移
動
性
を
利
則
し
て
農
林
柄
物
に
加
害
し
、
駆
除
簸
防
法
を
講
4
y
る
も
そ
の
防
禦
は
相
官
困
難
な
る
問
題
で
あ
る

と
と
は
、
農
林
業
者
の
等
し
く
僧
験
せ
る
所
で
あ
る
。
従
っ
て
最
近
念
駒
子
科
の
詳
制
な
る
研
究
が
各
方
商
で
行
は
れ
、
従
つ

τそ
の
食
性

に
つ
い
て
も
報
告
せ
ら
れ
て
居
る
。
岡
山
聯
合
敷
地
方
に
於
い
て
は
、
川
市
樹
害
過
と
し
て
の
余
組
子
は
甚
だ
説
意
す
べ
き
も
の
と
思
考
す
る
。

肉
っ
て
著
者
は
数
年
来
、
金
種
子
に
よ
り
賓
際
に
加
特
さ
れ
る
食
餌
植
物
、
又
は
花
、
樹
液
等
が
金
坦
子
の
食
物
と
た
る
意
味
に
於
け
る
食

餌
航
物
等
に
つ
い
て
観
察
し
た
。
設
に
と
れ
ま
で
の
期
察
記
録
に
基
い
て
、
本
地
方
に
普
通
な
る
金
組
子
の
食
餌
植
物
及
び
、
成
掻
の
活
動

(
一
〉

マ
メ
コ
ガ
ネ

g
z
z
z
z
z
E
S
2
2・5
圃
・
本
地
方
に
於
い
て
は
主
に
大
豆
、
葡
萄
葉
を
喰
容
す
。

調
官
就
成
績
は
第
一
炎

期
間
に
つ
い
て
考
察
し
て
見
度
い
と
思
ふ
。
し
か
し
と
の
調
煮
は
著
者
の
限
ら
れ
た
る
野
外
掛
察
中
に
得
た
る
記
録
そ
基
礎
と
し
注
も
の
に

過
ぎ
な
い
も
の
で
あ
る
か
ら
、
甚
だ
E
献
で
あ
る
と
は
断
言
し
難
い
。

二
、
調
査
轟
草
食
餌
植
物

倉
敷
地
方
に
於
け
る
金
範
子
科
敏
種
の
食
餌
植
物
調
査

一一一一一一一一
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o$i!領事~~!2おきとt{l~舗掃作~~面目懸
~
4
耳
滋
爆
毒
害
賠
綱

v
~
術
悔
い
t
Q
!
需
品
~
~
t
Q
。

表
第

位

マ
メ
コ

部

梅
=
L
桃
=
L
李
=
L
侵
=
L
ヤ
マ
プ
キ
=
L
ユ
ス
ヲ
ウ
メ
=
L
:
F

ノ
イ
バ
ヲ
宮
L
バ
ヲ
=
L
:
F
I
L
ガ
ヂ
イ
チ
プ
=
L

萩
=
L
7
ヂ
=
L
メ
ド
ハ
ギ
=
L
奈
豆
=
L
オ
ヲ
ν
ダ
ゲ
ν
ゲ
=
L
1/ 

サ
ネ
ム
=
L
大
豆
=
L
小
豆
=
L

締
=
L

害
被

及
名

穣
物

鏑

草寺科 名
科ら

め

物It 

植L
、

ま

ガ
ネ

金
重
量
子
種
名

科
ヨ号、

色、

東
=
F
J
.
1
/
買
ギ
=
L

科
な

ぶぶ
葡
萄
=
L
ヤ
マ
プ
ダ
ウ
=
L
I
プ
t
'
ゥ
=
L
<; 
~
=
L
 

科
う

す三

ア
キ
=
レ
=
L
ヱ
ノ
キ
=
L

科
れ

チ
シ
ャ
ノ
キ
=
F
l

む
ら
さ
き
終

ミ
ソ
ハ
ギ
=
L

み
そ
1'1
~
科

ヤ
マ
モ
モ
=
L

や
ま
も
も
務

カ
ハ
ヤ
ナ
ギ
=
L
ネ
ヨ
ヤ
ナ
ギ
=
L

科
ぎ
な

や

ナ
ガ
イ
モ
=
L
"1
グ
ネ
イ
モ
=
L

や
ま
の
い
も
科

イ
タ
ド
リ
=
L
ギ
Y
ギ
V
=
L
:
F
l
オ
;
i
'
イ
ヌ
タ
デ
=
L

科
で

?二

甘
藷
=
L

ひ
る
が
ほ
科

タ
チ
ア
7
ヒ
=
L
:
F
J
L

馬
鈴
薯
=
L
茄子
=
1
1

自明科

ひ

す

品、
~
 



ド
ウ
ガ
ネ
プ
イ
プ
イ

て
ん
な
ん
し
ゃ
う
科

う
ら
tヨt
L
科

十
字
花
科

ひ
る
が
ほ
税

巻、.~
 

〈

や

科

め
草寺

あ
か
ば
な
科

す
ひ
か
づ
ら
税

だ
ん
ど
〈
糾

L
、

'IJ‘ .・d・

ば

き

す三

ら
科草寺

う
科

か
ば
の
き
科

や
ま
も
も
科

む
ら
さ
き
科

<. ま‘. 品・

み
科

め
稀

な
草寺

里
芋
=
L

ワ
予
ピ
=
L

甘Ifi=
 1. 

ヒ
ル
ガ
ホ
=
F
I
L

ヒ
ヤ
9
:
.
チ
サ
ウ
=
L
シ
ヤ
ス
!
I
-
デ
【
ジ
-
=
F
I
L

ハ
ナ
シ
ヤ
ウ
プ
=
F
I
L

'
:
1
キ
ミ
サ
ウ
=
F
I
L

サ
シ
ゴ
ジ
ユ
=
F
l

カ
ン
ナ
=
F
I
L

杏
=
L
:
F
李
=
L:F
1
]
:
V
プ
=
L
:
F
懐
挑
=
L
梅
=
L
;
1
.
ス
ヲ
ウ
メ
=
L

カ
ヂ
イ
チ
ゴ
=
L
ノ
イ
バ
ラ
=
L
バ
ラ
=
L
:
F
I
L
枇
杷
=
F
挑
=
L
F

節
=
L

葡
萄
=
L
ヤ
T
プ
ダ
ウ
;
=
L

ハ
:V
I
キ
=
L

ヤ
マ
モ
モ
=
-
L

チ
シ
ヤ
ノ
キ
=
F
l

ア
ギ
グ
ミ
=
L

ネ
ム
ノ
キ
=
L
:
F
I
L

P
ヌ
ザ
=
L

.
厳
重
子
~
.
!
2
縦
士
1
(
1
4倒
.
ト
ト
~
.
樋
~
~
.
揺
露
権
制

川
川
同



.
厳
幸
手
~
!
.
l
誕
生
ご
・
{
l
~
明
書
ト
ト
誌
編
組
Q
~
述
調
塁
審
羅
姻

1l11H~( 

金
鍾
子
種
名
1
植
物
科
61

植
物
穫
名
及
被
害
-
部
位

Tょ
で
科
ス
ヰ
バ
=
L

h
 

は
ん
げ
し
ゃ
う
科
，，'? 8'ミ
=
J
J

~
 
~
.
ひ
科
タ
チ
ア
7
ヒ
=
F
I
L

や
ま
の
い
も
稀
ナ
ガ
イ
モ
=
L

、~峰
〈
科

テ
ν
ヂ
ク
ボ
~
:
I
'
=
F
I
L

ゃ
な
ぎ
科
ネ
ヨ
ヤ
ナ
ギ
=
L

I
B
'
畠
分
泌
液
=
そ
そ
ヨ
フ
キ
ア
プ
ヲ
ム
シ
分
泌
置
を
吸
ふ

ヒ
員
コ
ガ
ネ
い
ば
ら
税
桃
=
L
李
=
L
杏
=
F
ノ
イ
バ
テ
=
L

・A.・-・
な
科
東
=
L
?
ヌ
ギ
=
L

tJ‘
 
き
科
柿
=
L

」
:
だ
号
科
高
層
萄
=
L

c
 
み
科
ア
キ
グ
ミ
=
L

ま
め
科
タ
ズ
=
L
大
豆
=
L

d
、
豆
=
F
I
.
~
=
L
奈
豆
=
L

?こ
L
で
科
イ
タ
ド
リ
=
L
サ
デ
グ
サ
=
L

あ
か
ね
科
へ
11'/
カ
ダ
ラ
=
J
A
カ
ハ
ラ
マ
?
パ
=
L

.・
ま
科
自
白
蹴
=
L

」う
ら
ぼ
し
科
ワ
ラ
ピ
=
L



ゆ
き
の
し
た
科
ウ
ツ
ギ
=
.
L

ひ
つ
じ
ぐ
さ
務
蓮
=
L

い
tま
ら
税
オ
ラ
る
〆
ダ
イ
チ
プ
=
L

チ
ヤ
イ
ロ
コ
ガ
ネ
I¥
 ば
ら
務
梨
=
L
梅
=
L
山
懐
=
L
，
イ
パ
ヲ
=JJ
カ
ヂ
イ
チ
ゴ
=
L

な
税
栗
=
L
!
?
ヌ
ギ
=
L
.
 

'iI> 
き
料
柿
=
L

』こ
れ
科
ア
キ
ニ
レ
=
JJ 

l
ま
め
科
ハ
リ
ヱ
シ
ジ
ユ
=
L

オ
ホ
コ
7
キ
コ
ガ
ネ
'iI> 

』司旨
科
柿
=
L

号
る
し
科

ヌ
ル
デ
ヲ
L

.a.-.
 
な
科
シ
イ
F
キ
=JJ

〈
る
み
税
F
グ
ル
ミ
=
L

ヨ
7
キ
コ
ガ
ネ
い
ば
ら
科
沓
=
L
堂
梨
=JJ
ヤ
マ
プ
キ
=
L

J
也.、-
な
科
栗
=
L
!
?
ヌ
ギ
=
L
'
7
!
?
パ
ネ
ガ
シ
=
L

か
ば
の
き
科
ハ
シ
バ
ミ
=
J
，

〈
る
み
科

ノ
グ
ル
ミ
=
L

ま
め
高.
シ
ロ
ア
ジ
=
L
?
ジ
=
L

4町
議
事
甲
~
!
1
:
S
話
会
的
側
.
ト
ト
薬
事
百
卿
Q
例
区
誕
~
.
綱

111
11!-¥) 
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開
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金
鍾
子
種
名
|
植
物
科
t
;
.
I
 
植
物
種
名
及
被
害
部
位

き
科
柿
=
L

|
〈
・
み
科
ア
キ
グ
ミ
=
L

|
い
ば
ら
科
ノ
イ
バ
ラ
=
L

」
:
だ
号
科
|
ノ
プ
ド
ウ
=
L

め
科
|
フ
ジ
=
L

|
号
ら
ば
し
科
ザ
ラ
ピ
=
L

た
で
料

イ
タ
ド
I
l
=
L

ア
ヲ
ド
ウ
ガ
ネ
に
し
き
ぎ
科
マ
サ
キ
=
L
:
F
l
 

.
 

あ
か
ね
科
へ
!I
ヲ
カ
ズ
ラ
=
1
.

カ
タ
モ
Y
コ
ガ
ネ
い
ば
ら
科

..，予
=
F
I
ノ
イ
，
ξ
~
=
F
I

.
 

註
L
=
J慮、
F
=
果
賞
、
F
l
=
花
、
F
lL
=
花
環

(1 
J) 

~
・
令
~
1
寺
、
、
.
"
ャ

A
n
o
m
a
l
a
c
u
p
r
e
a
 
HOPE.

糧
需
'
ゆ
き
lfQ

謡
酢
司
、
"
V
'
~
持軍!fM

週
刊
~
.
s
:
t
t
事
~
Q
番
感
'
栴
%
r
~
!音
質

.
0
 {D!(ß和

キ
J
&
~
l
(
d
。
思
儒
官
官
'
~
:
t
!
掠

11制
笹
山
時

+--0

(11i) 
lJ""，
n
取
得
A
n
o
m
a
l
a
rufocupr

回
M
O
T
S
C
H
u
r..s
K
Y
.
 
1々
岡
'
鰹
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斜
斡
Q
擢
給
付
~
;
Q
I
{
!
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罵
相
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誕
~
綜
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へ
凶
)

チ
ヤ
イ
ロ
コ
ガ
ネ

〉
円
吉
岡
市
宮
帥
骨

S
E
E
R
Z
E骨
5
4そ
=
吉
田
cdE-
倉
敷
地
方
の
梨
闘
に
於
い
て
は
、
そ
の
葉
が
食
害
せ
ら
れ
る

と
と
は
相
官
大
た
る
も
の
L
如
く
観
察
さ
れ
る
。
被
害
葉
は
結
K

と
孔
紙
の
喰
害
孔
を
作
ら
れ
る
。
梨
、

ノ
イ
バ
ラ
等
を
も
普
通
に
喰
害
す

る
。
調
在
成
績
は
第
一
表
中
に
示
す
。

《
五
)

オ
ホ
ヨ
フ
キ
コ
ガ
ネ
玄
巾

Hozzzp忠
市
岡
〉
富
ed弓
・
第
一
表
中
に
示
す
。

(
六
)

コ
フ
キ
コ
ガ
ネ
宮
品
目
。
戸
O
白骨

Z

Y旬
。
口
付
加
切
巴

E
回
曲
-
自
・
襲
、

調
官
官
成
績

フ
ジ
、
ノ
グ
ル
ミ
等
を
普
通
に
喰
容
す
。

ク
ヌ
ギ
、

を
第
一
表
中
に
一
示
す
。

〈
七
)

コ
グ
ネ
ム
シ
吉
田
冊
目
制
名

Hgag酬
の

司

E
E
E
F
柿・

ア
キ
グ
ミ
等
を
宇
一
に
害
す
。

し
か
し
を
の
・
教
は
マ
メ
コ
ガ
ネ
、
ヒ
メ

コ
ガ
ネ
、
ド
ウ
ガ
ネ
プ
イ
プ
イ
の
如
く
多
く
見
ら
れ
や
。
調
殺
成
績
を
第
一
表
中
堅
不
す
。

(
八
)

h
w
H
V
O閉
V
M
H
A
U制

出
。
2
・
甚
だ
多
か
ら
ざ
る
も
の
L
如
く
、
昭
和
十
年
九
丹
二
十
日
電
慨
に

τ採
集
し

ア
ヲ
ド
ウ
ガ
ネ
〉
回
。
自
己
加

た
る
と
と
が
あ
る
。
そ
の
調
夜
成
績
は
第
一
表
中
堅
示
す
。

〈
九
)

M
M
V
河口
o宮
『
号
制

n
o包
括

E
B
Z
Z
L
F
5
5・
昭
和
八
年
五
月
二
十
八
日
妻
畑
中
に
多
数
祈
動
せ
る
を
見
た
る
と

カ
タ
モ
ン
コ
ガ
ネ

と
あ
り
。
調
布
成
績
は
第
一
表
中
に
示
す
。

〈

一

O
)
コ
ア
ヲ
ハ
ナ
ム
グ
リ

。HU『円骨骨
O
E
U
'
宮
内
ロ
ロ
仏
担

F
E
B
5
2・
第
二
表
に
示
せ
る
如
く
、
各
種
植
物
の
花
上
、

数
種
果
樹
の

熟
悶
溝
上
に
て
普
通
見
ら
れ
る
。
花
賓
又
は
果
汁
を
食
す
る
も
の
で
は
な
い
か
と
考
へ
ら
れ
る
。
ジ
ャ
ケ
ツ
イ
パ
ヲ
円
相
場
合
は
、
新
梢
謙
一内
に

盆
入
加
害
す
る
鱗
麹
目
に
属
す
る
劫
畠
の
被
害
部
に
多
数
集
っ
て
居
た
。
樹
淡
叉
は
そ
の
材
部
を
食
す
る
も
の
h

や
ろ
で
あ
る
。

調
官
官
成
績
は
第
一
変
中
に
示
す
。

曾
般
地
方
に
於
け
る
金
亀
字
国
押
敏
掴
慢
の
食
餌
植
物
調
査

一一一一一一九
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第
表

金
重
量
子
種
名
植
物
科
名

植
物
種
名
及
被
害
部
位

ョ
ア
ヲ
ハ
ナ
ム
グ
現
也、

寺、-

い
ば
ら
科
梨
=
F
:
F
l
ノ
イ
バ
ラ
=
F
l
バ
ラ
=
F
l

〈
i主
科
無
花
果
=
F

へ
ん
る
う
だ
科

ミ
カ
::.-=Fl

カ
ヲ
タ
チ
=
F
l

ゆ
り
科
ユ
ラ
=
F
l
ネ
ギ
=
F
l
テ
7
ボ
ウ
ュ
1
)
=
F
l
 

ま
め
科
ジ
ヤ
ケ
?
イ
，
ξ
ヲ
=
8

」
:
だ
う
科
J
プ
ダ
ウ
=
]
円

い
ば
ら
科

グ
サ
イ
チ
ゴ
=
F
l

轍
形
科
ニ
Y
ジ
シ
=
F
l

、寺.
 
〈
科

ジ
ユ
Y
キ
~
=
F
l

I
ア
ザ
ミ
=
1
'

1
シ
ロ
パ
ナ
ム
シ
ヨ
争
ギ
~
=
F
l
シ
ヤ
ス

Jl
戸
デ
戸
ジ
戸
=
]
悶
ヒ
ナ
ギ
~
=
F
l
テ
y
ヂ
F
ホ

Jl
:.-
=
F
l
 

あ
や
め
科

イ
チ
ハ
'
y
=
F
l
 

う
る
し
科

ヤ
マ
ウ
ル
シ
=
F
l
ヌ
ル
デ
=:Fl

う
こ
ぎ
科

ウ
ド
=
F
l

け
し
科

~
$
I
=
F
l
 

‘. 
な
科
シ
ヒ
=
F
l

...・ひ
ひ
ら
ぎ
科

ネ
グ
ミ
モ
チ
=
F
l
.
 



科

科目何た科副何科

•. 

}がた

;i

ししず

しぎ冷のゆか

モをわきひ

なあ4ゆひす

セ
キ
チ
ク
=
Fl

ア
ヲ
ギ
l
}
=
Fl

サ
ラ
シ
ナ
シ
ョ
ウ
マ
=
Fl

コ
ガ
グ
=
F
l
 

ケ
イ
ト
ウ
=
F
l

た
で
科
i
ヤ
ナ
ギ
タ
ヂ
=
F
l

テ
マ
リ
パ
テ
吉
FI

グ
ヲ
ホ
グ
ハ
テ
ム

グ
リ

い
ば
ら
税
梨
=
F
桃
=
F
杏
=
F
リ
ν
ぜ
=
F
枇
杷
=
s
 (
新
欄
)
パ
ラ
=
F
l

〈
i主
科
無
花
果
=
F
:S
(
鈴
の
傷
害
都
主
り
漏
出
す
る
所
の
ラ

か
、今
科
柿
=
F

ua •• 1-b
 
な
科
栗
=
F
l
!I
ヌ
ギ
=
丹
(
趨
警
部
及
根
株
部
よ
り
漏
出
す
る
〉
シ
ヒ
=
F
l

1主
め
科
ジ
ヤ
ケ
7
イ
バ
ラ
=
付
(
轟
書
部
よ
り
漏
出
の
〉

ゆ
り
科
ネ
ギ
=
F
l

へ
ん
る
号
だ
科
ミ
カ
y
=
Fl

官且Tι

==
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ドヱシマ
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u叫 玉置 -“凶町

、F4Eδ~ I Ie皆
、t ロ
由". I Fミ
t-守

〉で 重医富

斗
合‘、J

F総

吋

H
湘
w
m
d

国
H
判
開

e
m
H
議
議

E
R
O
H脚
σ
5
4
M
g
g
Z
F
Z岡
田
・
第
二
表
中
に
見
ら
れ
る
翻
く
、
花
部
、
熱
果
、
傷
害
そ
の
他
の
原

因
に
よ
令
樹
液
分
泌
部
に
で
多
く
見
ら
れ
る
。
袋
掛
を
行
は
ざ
る
無
花
具
・
の
熟
せ
る
場
合
拡
.
可
戒
り
注
意
を
要
す
る
も
の
で
あ
る
。
袋
掛

を
行
ふ
果
樹
に
で
も
、
廿
世
紀
の
熟
期
に
本
極
の
加
害
の
顕
著
な
る
場
合
を
視
察
し
た
。
と
の
場
合
は
降
雨
後
熟
果
面
と
掛
袋
と
接
着
せ
る

個
所
又
は
黒
班
病
に
位
さ
れ
た
る
部
分
の
果
汁
が
袋
に
浸
潤
せ
る
部
分
を
襲
ひ
加
害
す
る
も
の
A
如
く
視
察
し
た
。
叉
針
晶
の
分
泌
液
及
び

来
前
に
供
九
・
た
餅
等
に
集
り
、
明
か
に
揺
食
せ
る
場
合
を
も
視
察
し
た
。
調
持
成
績
は
第
二
表
中
に
示
す
。

ヒ
ラ
タ
ハ
ナ
ム
グ

P
U
E
W
E
-同
5

8宮
鬼
庁
。
口
四
回
当
E-吉
岡
由
。
三
司
・
小
形
伺
に
し
て
花
上
に
で
普
油
に
克
ら
れ
る
。
調
森
成

ハ
一
一
〉

シ
ラ
ホ
シ
ハ
ナ
ム
グ
リ

戸
一
一
一
)

較
は
第
二
表
中
に
示
す
。



表

番貌 鐙 名
被害部位別

科敏|種徴 葉 果 花 |傷害部

No.1 マメヨガネ 24 51 42 1 11+ 。
11 2 ドウガネプイプイ 15 26 2 5 5+ 。
11 3 ヒメヨガネ 13 お 21 1 1+ 。
11 4 チヤイロコガネ 5 10 10 。 。 。

4 4 4 。 。 。
11 6 I '!1. 7・キ ヨガネ 5 10 10 。 。 。

7 7 7 。 。 。
11 8 アヲドウガネ 2 2 2 。 1 。
11 9 カタモYヨガネ 1 2 。 。 2+ 。
11 10 ョアヲハナムグリ 坦 34 。 2 32ft 1 
1111 

シヲホジハナム 13 21 。 6 10ft 6 
グリ

11 12 iヒヲタハナムグP 4 4 。 。 4ft 。

第

倉
敵
地
方
に
於
け
る
品

za子
科
働
車
種
の
食
餌
積
物
調
査

+=平e.を食す。
ft=花中、叉1'1花上に居たるもので花粉、花蜜何れを食し毘たる

ものか明かでなL、。

註

以
上
の
調
盗
衰
を
更
に
食
餌
植
物
の
科
種
別
、

被
害
部
位
別
に
表
示
す
れ
ば
、
第
三
衰
の
如
く
で

あ
る
。第一

ニ
衰
を
通
園
児
す
る
に
、
第
一
乃
至
第
九
の
普

湿
の
金
範
子
議
は
主
に
食
葉
性
で
あ
り
、
花
鱒
及

び
巣
賓
を
食
す
る
場
合
は
割
合
に
少
い
。
し
か
し

ハ
ナ
ム
グ
リ
類
〈
第
一

0
1
二
一
v
は
棄
を
食
し

て
居
た
場
合
を
一
回
も
見
守
、
花
上
に
居
た
る
場

合
が
最
も
多
く
、
弐
い
で
果
置
、
叉
は
樹
液
分
泌

部
の
順
位
と
た
っ
て
居
る
。

-品
、
観
察
記
録
に
基
《
金
組
子
類

出
現
獄
死
の
大
要

既
に
述
ぺ
た
数
ヶ
年
の
視
察
野
幌
中
に
記
録
さ

れ
た
採
集
対
日
を
、
各
月
一
旬
別
に
橿
め
た
も
の

が
恒
に
各
金
範
子
類
の
出
現
欣
況
を
示
す
も
の
と

=
一
四
三



倉
敷
地
方
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け
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金
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子
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種
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食
餌
植
物
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査

長

~I寸1下院lT171寸Z拍手了|寸11
マメヨガネ I I山叶+1 + 
ドウガネプイプイ :++++++:+ 
ヒメヨガネ |+ナ+|++|+
チヤイ.，ヨガネ + 1+++' 1 1++ 1+ 
オホョ 7キョガネ +++ 
ヨ 7 キョガネ + + +++ 
ヨガネムシ ++ + 
アヲドウガネ ++ 
カタモ Yコガネ +|+ 
ョアヲ J、ナムグP + +++i++ + +i + +++ + 
シラホシ，、ナム

++ +++ + + + + グリ

ヒラ !l-'、ナムグリ +++ 

四第

回
、
摘

要

一一
一
四
四

す
れ
ば
.
第
四
表
に
示
す
通
り
で
あ
る
。
し
か
し
と
れ
は
勿
論

貨
の
出
現
mm況
を
示
す
も
の
と
云
ふ
と
と
は
出
来
危
い
が
、品多

考
の
た
め
大
檀
を
示
す
も
の
と
し
て
記
す
と
と
L
し
た。

第
問
表
は
岐
に
断
っ
た
や
・
ヲ
に
、
著
者
の
目
に
慣
れ
た
数
年

聞
の
記
録
を
整
理
し
て
作
っ
た
出
現
献
況
闘
に
渦
ぎ
危
い
が
、

と
の
闘
を
見
る
に
、
コ
ア
ヲ
ハ
ナ
ム
グ
リ
は
四
月
中
旬
よ
り
十

月
L
4
句
に
瓦
り
絶
え
歩
採
集
せ
ち
れ
て
居
る
。
シ
ラ
ホ
シ
ハ
ナ

ム
グ
リ
、
チ
ヤ
イ
ロ
コ
ガ
ネ
、

ヒ
メ
コ
ガ
ネ
、

マ
メ
コ
ガ
ネ
世
帯

も

コ
ア
ヲ
ハ
ナ
ム
グ
リ
に
次
い
で
比
較
的
長
期
削
に
豆
り
採

集
せ
ら
れ
て
居
る
。
ド
ウ
ガ
ネ
プ
イ
プ
干
は
六
月
初
旬
よ
り
凡

月
初
旬
ま
で
探
集
せ
ら
れ
て
居
る
が
、
倉
敷
に
於
け
る
五
ヶ
年

に
亘
る
誘
蛾
慨
探
集
記
録
に
撮
れ
ば
、
六
月
初
旬
よ
り
九
月
初

旬
に
豆
り
誘
殺
せ
ら
れ
て
居
る
。

ハ
一
)

倉
難
地
方
に
於
い
て
、
著
者
が
敷
年
聞
に
豆
り
記
録
し
た
る
野
外
糊
察
結
果
に
基
い
て
、
数
種
金
亀
子
越
の
食
餌
椴
物
及
び
出
現



期
間
に
つ
い
て
考
察
し
た
結
果
を
報
告
す
る
。

(一一一}

食
性
調
査
の
結
果
に
よ
り
二
鮮
に
大
別
す
る
と
と
が
出
来
る
と
思
ふ
。
第
一
群
は
普
通
の
金
組
子
類
で
、
主
に
食
葉
性
で
、
時
に

は
植
物
の
持
部
又
は
果
貨
を
食
す
る
場
合
も
多
タ
認
め
ら
れ
た
。
叉
術
品
の
分
泌
液
を
食
す
る
ら
し
い
場
合
も
、
稀
で
は
あ
る
が
見
た
と
と

が
あ
る
。
又
槻
察
の
範
岡
内
に
於
い
て
は
、
マ
メ
コ
ガ
ネ
が
最
も
雑
食
性
で
、
そ
の
食
餌
植
物
は
二
四
科
、
五
一
一
聞
で
、
ド
ウ
ガ
ネ
プ
イ
プ

干
の
一
五
科
、
二
六
種
、
ヒ
メ
コ
ガ
ネ
の
一
一
一
一
科
・
二
三
種
の
順
位
で
あ
る
・

第
二
群
は
ハ
ナ
ム
グ
リ
類
で
あ
り
て
、
食
葉
性
の
場
合
は
一
回
も
な
く
、
花
上
に
て
見
ら
れ
る
{
花
粉
又
は
花
蜜
を
食
す
る
も
の
と
認
む
)

場
合
最
も
多
く
・
+
引
い
で
梨
、
桃
、
無
花
果
の
熟
泉
、
樹
木
の
傷
害
よ
り
漏
出
す
る
樹
液
を
食
す
る
場
合
の
順
位
で
あ
る
・
シ
ラ
ホ
シ
ハ
ナ

ム
グ
リ
は
時
過
の
分
泌
液
、
雨
露
に
喝
さ
れ
た
餅
を
も
食
し
て
居
た
ゃ
う
で
あ
る
。
と
の
概
察
に
従
へ
ば
、
コ
ア
ヲ
ハ
ナ
ム
グ
リ
の
食
餌
植

物
は
二
三
科
、
一
一
一
四
種
、
シ
ラ
ホ
シ
ハ
ナ
ム
グ
リ
は
一
一
一
一
科
、
二
一
種
、
ヒ
ラ
タ
ハ
ナ
ム
グ
リ
は
四
科
、
同
種
の
顕
で
あ
る
。

3
3
出
現
欣
況
に
つ
い
て
は
思
な
る
期
察
記
録
に
よ
っ
て
判
断
す
れ
ば
コ
ア
ヲ
ハ
ナ
ム
グ

p
最
も
長
期
に
亘
り
、

シ
ラ
ホ
シ
ハ
ナ
ム
グ

リ
、
チ
ヤ
イ
ロ
コ
ガ
ネ
、

ヒ
メ
コ
ガ
ネ
、

マ
メ
コ
ガ
ネ
等
の
順
位
を
承
じ
て
居
た
。

(
昭
和
十
一
年
十
月
補
)

倉
般
地
方
に
於
け
る
金
‘
子
高
敏
種
の
食
餌
植
物
調
査

一
二
四
五


